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企業年金等の状況

厚年基金からの移行

＜うち14年度以降：298基金＞

解散基金：460基金(平成20年12月31日)

加入者数：約550万人(平成20年12月31日)

代行返上

将来返上(14.4～)869基金
＜うち過去返上(15.9～)806基金＞

4475事業主(平成20年6月1日) 
件数：4,402件(平成20年12月31日)

確定拠出年金

企業型

個人型

中小企業退職金共済制度

加入者数：298万人(平成20年12月31日)

＜うち新規導入243件＞

厚生年金基金

確定給付企業年金

加入者数：474万人(平成21年1月1日)
【ピーク時(8年度末):1,883基金】

件数：619基金<単連121、総合498>
(平成20年12月31日) 

適年からの移行

厚生年金基金

(平成20年12月31日)

件数：455,661件

適年からの移行
適格退職年金

受託件数：73,582件（平成14年3月31日）

(平成24年3月31日で廃止)

231事業主
(平成20年12月31日) 

14年度以降の移行

15,933事業所(平成20年12月31日)

将来返上後解散
件数：54基金(平成20年12月31日)

解 散

解 約

加入者数：917万人(平成14年3月31日)

29,321件（平成20年9月30日）

397万人(平成20年9月30日)

件数：1,737基金(平成14年3月31日) 

加入者数：1,087万人(平成14年3月31日)
【ピーク時(9年度末):1,225万人】

事業主数：11,286事業主(平成20年12月31日

規約数：2,915件(平成20年12月31日)

加入者数：307万人(平成20月11月30日)

加入者数：9.9万人(平成20年11月30日)
5,141事業主
(平成20年12月31日) 

＜注＞適格退職年金から確定拠出年金及び中小企業退職金共済制度への移行数は、適格退職年金契約の全部又は一部を解除することにより、資産移換を行っている実施事業主数である。

減少数：44,261件

減少数：520万人

適年からの移行

70事業主(平成20年6月1日)
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対象者・拠出限度額と他の年金制度への加入の関係
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確定拠出年金制度の実施状況

（１）企業型の加入者数の推移

２７１．１万人
（対前年比５２．４万人増

（２４％増））

２１８．７万人
（対前年比４５．４万人増

（２６％増））

１７３．３万人
（対前年比４７．８万人増

（３８％増））

１２５．５万人
（対前年比５４．７万人増

（７７％増））

７０．８万人
（対前年比３8．３万人増

（１１８％増））

３２．５万人
（対前年比２３．７万人増

（２６９％増））

８．８万人
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（２）個人型の加入者数の推移
9.3万人
（対前年比
1.3万人増
(16%増))

8.0万人
（対前年比
1.7万人増
(27%増))

6.3万人
（対前年比
1.7万人増
(37%増))

4.6万人
（対前年比
　1.8万人増

（63％増））

2.8万人
（対前年比
1.4万人増

（102％増）)

1.4万人
（対前年比
　1.4万人増

（3059％増））

0.0万人

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

２００２年 ２００３年 ２００４年 ２００５年 ２００６年 ２００７年 ２００８年

３月 ３月 ３月 ３月 ３月 ３月 ３月

２号加入者

１号加入者



5

１１，３５７円

他の企業年金なし（拠出限度額　４６，０００円） １２，７６１円

他の企業年金あり（拠出限度額　２３，０００円） ９，５５３円

全体平均掛金額

（厚生労働省調べ（平成19年3月現在））

企業型の確定拠出年金の全体の掛金の状況
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確定拠出年金の資産残高と運用商品

（注１）１４年度及び１５年度は運用商品の区分を把握していない。
（注２）「信託商品」とは、信託会社等への金銭信託商品、「有価証券」とは、投資信託商品等である。
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国民年金基金制度の概況
１．加入員数及び中途脱退者数の推移

2．掛金の平均及び分布（平成１９年度末）

3．給付月額の平均（平成１９年度末）

（単位：万人）

（制度創設時）

地域型 職能型

平均給付月額 ２．０万円 ２．１万円 ２．０万円 ２．６万円 １．３万円

基金

国民年金基金連合会総計

（単位：万人）

地域型 職能型

平均掛金月額 ２．１万円 ２．０万円 ２．６万円

1万円超 2万円超 3万円超 4万円超 5万円超
2万円以下 3万円以下 4万円以下 5万円以下 6万円以下

17.1 25.3 10.1 3.9 1.8 1.1 5.7
(26.4%) (39.0%) (15.5%) (6.0%) (2.7%) (1.6%) (8.8%)

6万円超

基金

掛金月額

加入員数

1万円以下

H3年度 H14年度 H15年度 H16年度 H17年度 H18年度 H19年度

43.6 77.2 78.9 75.1 72.7 69.3 64.8

地域型 37.1 64.7 66.3 63.1 60.9 58.0 54.2

職能型 6.6 12.4 12.6 12.1 11.7 11.2 10.6

- 23.3 25.3 27.9 30.2 32.2 33.9

基金(加入員)

国 民年金基 金連合会
（中途脱退者）


	企業年金制度等の現状

